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　9月27日（日）絵のまち通り商店街にて「絵のまち防災ストリート ～商店街で楽しく学ぶ、いつもの備え
～」を開催しました。当日は、消火・停電・SOS・防災バッグ・100円防災アイデアの5つのミッションをはじ
め、防災ワークショップ、炊き出し料理・防災食展示、防災相談ブース、災害VR体験、未来の防災グッズコン
テストなど、多彩な体験型プログラムを実施しました。
　あいにくの雨模様ではありましたが、多くのご家族にご来場いただき、子どもたちが笑顔で挑戦する姿や、
ご家族で備えについて話し合う姿を各所で見ることができました。
　今回の体験が家庭で防災について話し合い、実際の備えや行動につながるきっかけとなれば幸いです。
　事前準備から当日の設営・運営・撤収まで、多くの場面で力を貸してくださったメンバーの皆さまのお力添
えがあったからこそ、盛況のうちに事業を終えることができました。
　本当にありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　 （記事：社会開発委員会 委員長　塚本 善昭）

絵のまち防災ストリート絵のまち防災ストリート

　
2
0
2
6
年
9
月
16
日
（
水
）
尾

道
国
際
ホ
テ
ル
に
て
、
9
月
例
会

「
防
災
ス
イ
ッ
チ
O
N 

～
そ
の
判

断
と
行
動
が
、
自
分
・
家
族
・
地
域

を
守
る
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
キ
ュ
ー
株
式
会

社
代
表
取
締
役
東
山
幸
史
氏
を
講
師

に
お
迎
え
し
、
実
際
の
災
害
現
場
で
の

経
験
や
事
例
か
ら
災
害
発
生
時
に
何
を

優
先
し
、
ど
う
判
断
・
行
動
す
る
の
か

を
学
び
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
業
種
や
立
場
の
異
な
る
メ
ン
バ
ー
同

士
で
意
見
を

交
わ
し
、
自

社
・
家
庭
・

地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
置
き
換
え
て
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
例
会
を
き
っ
か
け
に
自
分
自
身
の
命

を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
身

近
な
備
え
の
見
直
し
や
家
族
・
職
場
で
の

話
し
合
い
な
ど
一
人
ひ
と
り
の
具
体
的
な

行
動
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　
ま
た
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
に
よ
り
1
0
0
％
例
会
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
参
加
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
事
：
社
会
開
発
委
員
会
　
坊
農 

和
幸
）

　
「
子
ど
も
が
主
役
の
ま

ち 

ミ
ニ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン 

in 

O
N
O
M
I
C
H
I
」
が
、
い

よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
！

　
9
月
19
日
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
9
月
26
日
に
第
1
回
ま

ち
づ
く
り
子
ど
も
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

自
己
紹
介
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

通
し
て
交
流
を
深
め
、
「
働
く
こ

と
」
や
「
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
」

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
第
1
回
で
は
、
「
ど
ん
な
ま
ち

に
し
た
い
か
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
を

出
し
合
い
、
投
票
の
結
果
、
ま
ち
の

名
前
は
「
ニ
ュ
ー
尾
道
シ
テ
ィ
ー
」

に
決
定
。
ま
た
、
ま
ち
で
使
う
通
貨

は
「
お
金
」
と
、
お
寺
の
多
い
尾
道

の
「
鐘
（
ゴ
ー
ン
）
」
を
掛
け
合
わ

せ
、
「
ゴ
ー
ン
」
と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
11
月
7
日
の
本
番
に
向
け
て
、
子

ど
も
た
ち
の
想
い
が
少
し
ず
つ
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
展
開
に
も

ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

（
記
事
：
未
来
創
造
委
員
会 

委
員
長
　
福
森 

慈
大
）

9 

月 

例 

会

9 

月 

例 

会

ミ
ニ・
ミ
ュン
ヘ
ン



　
2
0
2
6
年
9
月
8
日
（
火
）
、
グ
リ
ー
ン

ヒ
ル
ホ
テ
ル
尾
道
に
て
、
次
年
度
の
理
事
予
定

者
を
対
象
と
し
た
「
新
理
事
研
修
」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
本
研
修
で
は
、
第
66
代
理
事
長
で
あ
る
今
岡

正
英
先
輩
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
理
事
と

し
て
の
自
覚
と
責
任
、
心
構
え
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
講
演
で
は
、
周
囲
へ
の
配
慮
を
大
切
に
す

る
こ
と
や
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
仲
間
の
力

を
借
り
な
が
ら
組
織
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
周

り
へ
の
配
慮
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思
っ

た
」
「
理
事
と
し
て
の
覚
悟
を
新
た
に
で
き

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
次
年
度
に

向
け
て
自
身
の
役
割
や
姿
勢
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
講
演
後
に
は
懇
話
会
を
実
施
し
、
今
岡
先
輩

と
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
新
理
事
の
皆
様

に
、
来
年
度
へ
の
意
気
込
み
を
色
紙
に
表
し
、
ご

自
身
の
言
葉
で
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新

理
事
の
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
や
決
意
を
力
強

く
発
言
す
る
姿
を
見
て
、
今
岡
先
輩
か
ら
、
来
年

度
の
尾
道
青
年
会
議
所
の
活
動
へ
の
期
待
を
込
め

た
温
か
い
エ
ー
ル
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
研
修
は
、
理
事
予
定
者
が
理
事
と
し
て
の
自

覚
と
責
任
を
胸
に
刻
み
、
仲
間
と
と
も
に
来
年
度

の
活
動
へ
踏
み
出
す
覚
悟
を
新
た
に
す
る
、
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆

様
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記
事
：
会
員
能
力
向
上
委
員
会 

委
員
長
　
徳
永 

雅
之
）

　
9
月
20
日
（
日
）
、
第
56
回
広
島
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
in
竹
原
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
竹
原
小
学
校
体
育
館
に
て
式
典
が
行
わ
れ
、

ブ
ロ
ッ
ク
役
員
団
と
県
内
12
Ｌ
０
M
の
代
表
者

が
一
同
に
会
し
、
L
O
M
間
の
絆
や
連
携
を
再

確
認
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
次
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
予
定
者
の
就
任
や

鍵
の
伝
達
式
も
あ
り
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
と
し
て
次
年
度
へ
向
け
た

新
た
な
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　
竹
原
駅
前
商
店
街
で
は
た
か
ら
い
ち
が
開
催
さ
れ
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
の
3
委
員
会
に
よ
る
事
業
が
展
開
、
尾
道
J
C
か
ら
出
向
し
て
い
る

亀
山
翔
太
君
が
委
員
長
を
務
め
る
未
来
構
築
委
員
会
で
は
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
体
験
ブ
ー
ス
を
設
え
、
来
場
者
の
方
々
に
楽
し
み
な
が
ら

学
ん
で
も
ら
う
場
を
提
供
、
専
門
家
の
先
生
を
お
呼
び
し
講
演
が
行
わ
れ

学
び
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
ほ
か
和
太
鼓
、
吹
奏
楽
、
ダ

ン
ス
、
地
元
出
身
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　
夜
の
大
懇
親
会
・
卒
業

式
で
は
、
全
L
O
M
の
卒
業
予
定
者
の
皆
様
方
が
登

壇
・
挨
拶
が
あ
り
厳
か
に
進
行
し
ま
し
た
が
、
大
懇

親
会
で
は
卒
業
予
定
者
を
含
む
メ
ン
バ
ー
全
員
で
盛

大
に
賑
わ
う
こ
と
と
な
り
、
非

常
に
大
き
な
盛
り
上
が
り
の
中

で
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
幕
を
閉
じ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
管
L
O
M
の
竹
原
J
C
の

皆
様
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

（
記
事
：
総
務
広
報
委
員
会 

委
員
長

徳
岡 

万
里
）

　
9
月
29
日
、
2
0
2
7
年
度
に
向
け

た
室
合
同
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
2
0
2
6
年
度
の
活
動
を
進
め
る
一

方
で
、
次
年
度
に
向
け
た
準
備
も
始

ま
っ
て
お
り
、
今
回
の
室
合
同
委
員
会

は
、
仲
間
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
の
一
年

を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
年
度
へ
の
抱
負
や
活
動
に
か
け
る
想
い

を
共
有
し
、
交
流
を
通
じ
て
互
い
の
こ
と
を

知
る
時
間
に
。
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
か
ら
、
こ

れ
か
ら
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
の
熱
意
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
創
立
70
周
年
を
迎
え
る
2
0
2
7
年
度
、

先
輩
方
が
つ
な
い

で
こ
ら
れ
た
尾
道

J
C
の
歩
み
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
、

私
た
ち
は
尾
道
で

何
が
で
き

る
の
か
を

考
え
、
行

動
し
て
い

き
ま
す
。

　
こ
の
日

に
交
わ
し
た
想
い
を
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
へ
繋
ぐ
べ
く
、
委
員
会
や
役
職
の
垣

根
を
越
え
て
力
を
合
わ
せ
、
仲
間
と
と

も
に
2
0
2
7
年
度
の
尾
道
J
C
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
！

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
予
定
者
　
高
尾 

亮
平
）

　
10
月
2
日
か
ら
4
日
に
か
け
て
、
神
戸

の
地
で
開
催
さ
れ
た
第
75
回
全
国
大
会 

神

戸
大
会
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
青
年
会
議
所
メ

ン
バ
ー
が
集
い
、
「
幸
せ
な
未
来
へ
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
本
大
会
は
、
多
く

の
学
び
と
出
会
い
、
そ
し
て
刺
激
に
満
ち

た
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
式

典
は
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
執
り
行
わ

れ
、
全
国
の
同
志
が
同
じ
志
を
持
っ
て
活

動
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
、
そ
の
後
盛
大
に
行
わ
れ
た
卒
業
式

で
は
日
本
J
C
運
動
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
多
分
に
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
開
催
さ
れ
た
L
O
M
ナ
イ
ト
で
は
、

三
宮
で
中
華
料
理
を
囲
み
な
が
ら
親
睦
を
深

め
、
ま
た
カ
バ
ン
の
伝
達
式

で
は
、
今
年
度
事
務
局
か
ら

来
年
度
へ
と
役
割
と
想
い
が

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
委
員

会
の
垣
根
を
越
え
て
語
り
合

う
時
間
に
も
な
り
、
神
戸
の
夜
を
満
喫
し
つ
つ
笑

顔
あ
ふ
れ
る
有
意
義
な
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
笑
顔
と
思
い
出

が
生
ま
れ
た
全
国
大
会
と

な
り
、
大
会
に
関
わ
り
ご

尽
力
く
だ
さ
っ
た
全
て
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

（
記
事
：
総
務
広
報
委
員
会 

委
員
長

徳
岡 

万
里
）

HP Instagram

編 集
後 記
編 集
後 記

　年の瀬が近づき、プロ野球もレギュラーシーズンが終了（今年についてはあまり思い出したくない人が多いかもしれません
が…）したのを始め、年間を通して進められる行事は終了するか或いはクライマックスに向けて佳境に入る時期になってまいり
ました。我々尾道JCも本事業が既に行われた委員会もあればもうすぐ実施の為そこへ向けて奔走する委員会、ロングスパンで
行われ最終日を見据えて動き回る委員会と今年は実に多種多様な本事業のスケジュールとなっております。どの事業も参加
者の方々を楽しませつつ地域を盛り上げていくものになることは間違いありません、乞うご期待です！      （記事 ： 徳岡 万里）
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し
た
。

　
竹
原
小
学
校
体
育
館
に
て
式
典
が
行
わ
れ
、

ブ
ロ
ッ
ク
役
員
団
と
県
内
12
Ｌ
０
M
の
代
表
者

が
一
同
に
会
し
、
L
O
M
間
の
絆
や
連
携
を
再

確
認
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
次
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
予
定
者
の
就
任
や

鍵
の
伝
達
式
も
あ
り
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
と
し
て
次
年
度
へ
向
け
た

新
た
な
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　
竹
原
駅
前
商
店
街
で
は
た
か
ら
い
ち
が
開
催
さ
れ
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
の
3
委
員
会
に
よ
る
事
業
が
展
開
、
尾
道
J
C
か
ら
出
向
し
て
い
る

亀
山
翔
太
君
が
委
員
長
を
務
め
る
未
来
構
築
委
員
会
で
は
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
体
験
ブ
ー
ス
を
設
え
、
来
場
者
の
方
々
に
楽
し
み
な
が
ら

学
ん
で
も
ら
う
場
を
提
供
、
専
門
家
の
先
生
を
お
呼
び
し
講
演
が
行
わ
れ

学
び
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
ほ
か
和
太
鼓
、
吹
奏
楽
、
ダ

ン
ス
、
地
元
出
身
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　
夜
の
大
懇
親
会
・
卒
業

式
で
は
、
全
L
O
M
の
卒
業
予
定
者
の
皆
様
方
が
登

壇
・
挨
拶
が
あ
り
厳
か
に
進
行
し
ま
し
た
が
、
大
懇

親
会
で
は
卒
業
予
定
者
を
含
む
メ
ン
バ
ー
全
員
で
盛

大
に
賑
わ
う
こ
と
と
な
り
、
非

常
に
大
き
な
盛
り
上
が
り
の
中

で
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
幕
を
閉
じ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
管
L
O
M
の
竹
原
J
C
の

皆
様
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

（
記
事
：
総
務
広
報
委
員
会 

委
員
長

徳
岡 

万
里
）

　
9
月
29
日
、
2
0
2
7
年
度
に
向
け

た
室
合
同
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
2
0
2
6
年
度
の
活
動
を
進
め
る
一

方
で
、
次
年
度
に
向
け
た
準
備
も
始

ま
っ
て
お
り
、
今
回
の
室
合
同
委
員
会

は
、
仲
間
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
の
一
年

を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
年
度
へ
の
抱
負
や
活
動
に
か
け
る
想
い

を
共
有
し
、
交
流
を
通
じ
て
互
い
の
こ
と
を

知
る
時
間
に
。
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
か
ら
、
こ

れ
か
ら
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
の
熱
意
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
創
立
70
周
年
を
迎
え
る
2
0
2
7
年
度
、

先
輩
方
が
つ
な
い

で
こ
ら
れ
た
尾
道

J
C
の
歩
み
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
、

私
た
ち
は
尾
道
で

何
が
で
き

る
の
か
を

考
え
、
行

動
し
て
い

き
ま
す
。

　
こ
の
日

に
交
わ
し
た
想
い
を
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
へ
繋
ぐ
べ
く
、
委
員
会
や
役
職
の
垣

根
を
越
え
て
力
を
合
わ
せ
、
仲
間
と
と

も
に
2
0
2
7
年
度
の
尾
道
J
C
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
！

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
予
定
者
　
高
尾 

亮
平
）

　
10
月
2
日
か
ら
4
日
に
か
け
て
、
神
戸

の
地
で
開
催
さ
れ
た
第
75
回
全
国
大
会 

神

戸
大
会
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
青
年
会
議
所
メ

ン
バ
ー
が
集
い
、
「
幸
せ
な
未
来
へ
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
本
大
会
は
、
多
く

の
学
び
と
出
会
い
、
そ
し
て
刺
激
に
満
ち

た
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
式

典
は
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
執
り
行
わ

れ
、
全
国
の
同
志
が
同
じ
志
を
持
っ
て
活

動
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
、
そ
の
後
盛
大
に
行
わ
れ
た
卒
業
式

で
は
日
本
J
C
運
動
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
多
分
に
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
開
催
さ
れ
た
L
O
M
ナ
イ
ト
で
は
、

三
宮
で
中
華
料
理
を
囲
み
な
が
ら
親
睦
を
深

め
、
ま
た
カ
バ
ン
の
伝
達
式

で
は
、
今
年
度
事
務
局
か
ら

来
年
度
へ
と
役
割
と
想
い
が

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
委
員

会
の
垣
根
を
越
え
て
語
り
合

う
時
間
に
も
な
り
、
神
戸
の
夜
を
満
喫
し
つ
つ
笑

顔
あ
ふ
れ
る
有
意
義
な
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
笑
顔
と
思
い
出

が
生
ま
れ
た
全
国
大
会
と

な
り
、
大
会
に
関
わ
り
ご

尽
力
く
だ
さ
っ
た
全
て
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

（
記
事
：
総
務
広
報
委
員
会 

委
員
長

徳
岡 

万
里
）

HP Instagram

編 集
後 記
編 集
後 記

　年の瀬が近づき、プロ野球もレギュラーシーズンが終了（今年についてはあまり思い出したくない人が多いかもしれません
が…）したのを始め、年間を通して進められる行事は終了するか或いはクライマックスに向けて佳境に入る時期になってまいり
ました。我々尾道JCも本事業が既に行われた委員会もあればもうすぐ実施の為そこへ向けて奔走する委員会、ロングスパンで
行われ最終日を見据えて動き回る委員会と今年は実に多種多様な本事業のスケジュールとなっております。どの事業も参加
者の方々を楽しませつつ地域を盛り上げていくものになることは間違いありません、乞うご期待です！      （記事 ： 徳岡 万里）

全
国
大
会

新
理
事
研
修

室
合
同
委
員
会

広
島
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
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　9月27日（日）絵のまち通り商店街にて「絵のまち防災ストリート ～商店街で楽しく学ぶ、いつもの備え
～」を開催しました。当日は、消火・停電・SOS・防災バッグ・100円防災アイデアの5つのミッションをはじ
め、防災ワークショップ、炊き出し料理・防災食展示、防災相談ブース、災害VR体験、未来の防災グッズコン
テストなど、多彩な体験型プログラムを実施しました。
　あいにくの雨模様ではありましたが、多くのご家族にご来場いただき、子どもたちが笑顔で挑戦する姿や、
ご家族で備えについて話し合う姿を各所で見ることができました。
　今回の体験が家庭で防災について話し合い、実際の備えや行動につながるきっかけとなれば幸いです。
　事前準備から当日の設営・運営・撤収まで、多くの場面で力を貸してくださったメンバーの皆さまのお力添
えがあったからこそ、盛況のうちに事業を終えることができました。
　本当にありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　 （記事：社会開発委員会 委員長　塚本 善昭）

絵のまち防災ストリート絵のまち防災ストリート

　
2
0
2
6
年
9
月
16
日
（
水
）
尾

道
国
際
ホ
テ
ル
に
て
、
9
月
例
会

「
防
災
ス
イ
ッ
チ
O
N 

～
そ
の
判

断
と
行
動
が
、
自
分
・
家
族
・
地
域

を
守
る
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
キ
ュ
ー
株
式
会

社
代
表
取
締
役
東
山
幸
史
氏
を
講
師

に
お
迎
え
し
、
実
際
の
災
害
現
場
で
の

経
験
や
事
例
か
ら
災
害
発
生
時
に
何
を

優
先
し
、
ど
う
判
断
・
行
動
す
る
の
か

を
学
び
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
業
種
や
立
場
の
異
な
る
メ
ン
バ
ー
同

士
で
意
見
を

交
わ
し
、
自

社
・
家
庭
・

地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
置
き
換
え
て
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
例
会
を
き
っ
か
け
に
自
分
自
身
の
命

を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
身

近
な
備
え
の
見
直
し
や
家
族
・
職
場
で
の

話
し
合
い
な
ど
一
人
ひ
と
り
の
具
体
的
な

行
動
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　
ま
た
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
に
よ
り
1
0
0
％
例
会
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
参
加
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
事
：
社
会
開
発
委
員
会
　
坊
農 

和
幸
）

　
「
子
ど
も
が
主
役
の
ま

ち 

ミ
ニ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン 

in 

O
N
O
M
I
C
H
I
」
が
、
い

よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
！

　
9
月
19
日
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
9
月
26
日
に
第
1
回
ま

ち
づ
く
り
子
ど
も
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

自
己
紹
介
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

通
し
て
交
流
を
深
め
、
「
働
く
こ

と
」
や
「
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
」

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
第
1
回
で
は
、
「
ど
ん
な
ま
ち

に
し
た
い
か
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
を

出
し
合
い
、
投
票
の
結
果
、
ま
ち
の

名
前
は
「
ニ
ュ
ー
尾
道
シ
テ
ィ
ー
」

に
決
定
。
ま
た
、
ま
ち
で
使
う
通
貨

は
「
お
金
」
と
、
お
寺
の
多
い
尾
道

の
「
鐘
（
ゴ
ー
ン
）
」
を
掛
け
合
わ

せ
、
「
ゴ
ー
ン
」
と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
11
月
7
日
の
本
番
に
向
け
て
、
子

ど
も
た
ち
の
想
い
が
少
し
ず
つ
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
展
開
に
も

ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

（
記
事
：
未
来
創
造
委
員
会 

委
員
長
　
福
森 

慈
大
）

9 

月 

例 

会

9 

月 

例 

会

ミ
ニ・
ミ
ュン
ヘ
ン



皆
さ
ん
、こ
ん
ば
ん
は
。卒

業
生
ス
ピ
ー
チ
は
ま
だ
ま
だ

先
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

あ
っ
と
い
う
間
に
こ
の
日
を

迎
え
ま
し
た
。今
日
は
、８

年
間
の
思
い
出
と
、現
役
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ

と
を
お
話
し
し
ま
す
。

入
会
の
き
っ
か
け
か
ら
お
話
し
し
ま
す
。私
は
25

歳
で
カ
メ
ダ
ラ
イ
ン
に
入
社
し
た
の
で
す
が
、そ
の
直

前
、平
谷
祐
宏
さ
ん
の
市
長
選
挙
で
選
挙
カ
ー
の
運

転
手
を
務
め
、車
内
で
J
C
の
皆
さ
ん
と
お
話
し
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
ご
縁
で
、入
社
後
す

ぐ
に
お
誘
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、当
時
は
仕
事

を
覚
え
る
こ
と
が
優
先
で
お
断
り
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
も
何
年
か
い
ろ
い
ろ
な
先
輩

か
ら
の
お
誘
い
を
断
り
続
け
て
い
る
と
、２
年
ほ
ど

誰
か
ら
も
声
が
か
か
ら
な
く
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。

「
あ
い
つ
は
入
ら
な
い
」と
思
わ
れ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。ず
っ
と
断
っ
て
い
た
の
は
自
分
で
す
が
、誰

も
来
な
く
な
る
と
、そ
れ
は
そ
れ
で
ち
ょっ
と
気
に

な
って
き
た
り
も
し
て
。私
も
仕
事
を
一通
り
覚
え
、

こ
れ
か
ら
経
営
者
と
し
て
ど
う
す
る
か
、こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
た
頃
で
し
た
。そ
ん
な

と
き
、尊
敬
す
る
O
B
の
先
輩
か
ら
、「
J
C
に
入
っ

て
い
な
か
っ
た
ら
、今
の
自
分
は
な
い
。も
う
一
度
人

生
を
や
り
直
し
て
も
、J
C
に
は
入
り
た
い
」と
言

わ
れ
ま
し
た
。今
で
も
憧
れ
る
先
輩
が
、そ
こ
ま
で

言
う
団
体
な
ら
入
って
み
た
い
。そ
れ
が
、入
会
を
決

め
た
き
っ
か
け
で
す
。

幹
事
を
務
め
た
の
は
、真
の
幸
せ
を
知
る
経
営
者

育
成
委
員
会
。岡
本
大
輔
委
員
長
の
も
と
で
活
動

し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
の
影
響
で
思
う
よ
う
に
集
ま
れ

な
い
中
、特
に
印
象
に
残
って
い
る
の
が
U
b
e
r
サ

ン
タ
事
業
で
す
。ク
リ
ス
マ
ス
会
の
代
わ
り
に
、メ
ン

バ
ー
の
家
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

初
め
て
事
業
に
関
わ
っ
た
経
験
で
、今
で
も
よ
く
覚

え
て
い
ま
す
。ま
た
、高
山
先
輩
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
打
ち
上
げ
花
火
や
、沼
田
委
員
長

の
バ
ル
ー
ン
事
業
も
見
て
、「
J
C
は
す
ご
い
こ
と
を

す
る
ん
だ
な
」と
感
じ
た
年
で
し
た
。

翌
年
は
、小
西
委
員
長
、中
島
副
委
員
長
の
総
務

広
報
委
員
会
で
し
た
。美
ノ
上
先
輩
、大
本
誠
先

輩
、松
本
先
輩
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、み
ん
な
で一つ
の
こ

と
に
取
り
組
む
委
員
会
の
楽
し
さ
を
感
じ
た
１
年

で
し
た
。美
ノ
上
先
輩
や
大
本
先
輩
に
は
、「
J
C

に
入
っ
た
か
ら
に
は
、委
員
長
を
せ
に
ゃ
い
け
ま
ぁ
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
頃
か
ら
、自
分
も
理

事
と
し
て
活
動
し
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
を
も
ら
え

た
委
員
会
で
し
た
。

次
は
、沼
尾
委
員
長
の
会
員
拡
大
委
員
会
で
す
。

楽
し
い
委
員
会
で
し
た
が
、沼
尾
君
は
次
々
と
人
を

怒
ら
せ
て
い
ま
し
た
ね
。島
田
昌
広
副
委
員
長
、横

山
大
二
郎
先
輩
、そ
し
て
高
升
純
先
輩
。そ
れ
で
も

放
っ
て
お
け
ず
、な
ん
だ
か
助
け
た
く
な
る
。そ
れ

が
沼
尾
君
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
頑

張
って
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、輝
く
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
の
委
員

長
と
し
て
、初
め
て
理
事
を
務
め
ま
し
た
。最
も
大

変
で
、印
象
に
残
って
い
る
年
で
す
。副
委
員
長
の
吉

田
嵩
正
君
と
は
、正
直
、ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
、2

か
月
ほ
ど
口
も
利
か
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。そ

の
間
を
取
り
持
っ
て
く
れ
た
の
が
福
島
君
で
し
た
。

福
ち
ゃ
ん
の
お
か
げ
で
、今
で
は
嵩
正
と
も
仲
良
し

で
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
。幹
事
を
務
め
て
く
れ

た
土
井
君
も
1
年
目
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、議
案

作
成
か
ら
実
施
ま
で
本
当
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。み
ん
な
も
知
って
い
る
通
り
、当
時
か
ら
土
井
く

ん
が
作
る
チ
ラ
シ
ポ
ス
タ
ー
が
す
ご
く
セ
ン
ス
い
い
ん

で
す
よ
ね
。制
作
物
は
ほ
ぼ
土
井
君
に
任
せ
っ
き
り

で
し
た
。そ
の
た
め
委
員
長
の
と
き
は
土
井
君
の
い

た
O
N
O
M
I
C
H
I 

S
H
A
R
E
に
入
り
浸
っ

て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
土
井
君
が
来
年
は
初
理
事
と

い
う
こ
と
で
応
援
し
て
い
ま
す
。夜
は
同
期
委
員
長

の
松
本
先
輩
と
高
垣
先
輩
が
会
社
に
来
て
、一
緒
に

議
案
を
つ
く
り
な
が
ら
、愚
痴
を
こ
ぼ
し
た
り
、励

ま
し
合
っ
た
時
間
も
、大
切
な
思
い
出
で
す
。一
方
、

当
時
の
小
林
先
輩
の
求
め
る
水
準
が
あ
ま
り
に
高

く
、ど
う
応
え
れ
ば
い
い
の
か
、土
井
君
や
嵩
正
と
悩

ん
で
い
ま
し
た
。た
だ
、暢
玄
さ
ん
は
、私
で
は
た
ど

り
着
け
な
い
と
こ
ろ
ま
で
、私
自
身
が
成
し
遂
げ
た

よ
う
に
見
せ
な
が
ら
引
っ
張
り
上
げ
て
く
れ
る
ん
で

す
。委
員
会
メ
ン
バ
ー
全
員
が
助
け
て
く
れ
て
、自

分
だ
け
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
景
色
を
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、福
本
委
員
長
の
地
域
創
造
委
員
会
で

は
、副
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
年
は
委
員
長
と
し
て
皆
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
っ
た

の
で
、今
度
は
自
分
が
委
員
長
を
支
え
る
立
場
で

何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
、こ
の
年
は
と
に
か
く
よ

く
電
話
を
し
ま
し
た
。山
本
副
理
事
長
と
は
１
日

３
回
ほ
ど
。福
本
委
員
長
か
ら
も
、毎
朝
８
時
半
に

な
る
と「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
日
は
い
い
天
気

で
す
ね
」と
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。２
人
と

は
本
当
に
よ
く
話
し
ま
し
た
。事
業
が
思
う
よ
う

に
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、何
度
も
話

す
こ
と
で
、３
人
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
進
め
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。幹
事
の
今
城
、万
里
、徳
ち
ゃ
ん
、

悠
貴
ち
ゃ
ん
も
福
本
委
員
長
を
す
ご
く
助
け
て
く

れ
て
い
て
、本
当
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
委
員
会
で
し

た
。卒
業
す
る
ま
で
に
ピ
カ
チ
ュウ
を
呼
ん
で
、激
走

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
レ
ー
ス
や
って
み
た
か
っ
た
で
す
。

次
の
年
は
、事
務
局
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。事
務
局
長
と
し
て
は
少
し
で
も
み
ん
な
が

活
動
し
や
す
く
楽
し
め
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
た
の

で
す
が
、委
員
長
の
皆
さ
ん
、私
の
長
い
電
話
に
付

き
合
って
も
ら
って
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。た

だ
、仕
事
の
都
合
で
２
か
月
間
、急
遽
、休
会
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、支
え
て
く
れ
た
加
藤
君
、セ
ク
レ

タ
リ
ー
の
今
城
、よ
っ
ち
ゃ
ん
、慈
大
に
は
、負
担
を
か

け
て
申
し
訳
な
く
思
う
と
と
も
に
、心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。休
会
中
も
、山
本
理
事
長
は
何
度
も

連
絡
を
く
れ
る
し
、事
務
局
メ
ン
バ
ー
も「
大
丈
夫

で
す
か
」っ
て
声
を
か
け
て
く
れ
て
、そ
の
気
遣
い
に

本
当
に
救
わ
れ
ま
し
た
。祐
利
奈
ち
ゃ
ん
も「
ブ
ロッ

ク
大
会
の
大
懇
親
会
だ
け
で
も
来
て
く
だ
さ
い
」と

誘
って
く
れ
ま
し
た
。つ
ら
い
と
き
に
気
に
か
け
て
く

れ
る
仲
間
が
い
る
。そ
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
た
年

で
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
会
員
能
力
向
上
委
員
会
で
、卒
業
予
定

者
と
し
て
の
び
の
び
と
活
動
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。徳
永
委
員
長
も
大
変
な
時
期
で
す
が
、本
当
に

頑
張
って
い
ま
す
。皆
さ
ん
、委
員
会
メ
ン
バ
ー
を
誘
っ

て
、ぜ
ひ
事
業
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。絶
対
素
晴

ら
し
い
本
事
業
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
て
８
年
間
を
振
り
返
る
と
、い
つ
も
誰
か

が
気
に
か
け
、支
え
て
く
れ
て
い
た
こ
と
に
、改
め
て

気
づ
き
ま
す
。私
は
、委
員
長
の
と
き
も
、会
社
の
こ

と
で
苦
し
か
っ
た
と
き
も
、仲
間
の
言
葉
や
行
動
に

支
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。人
が
困
っ
て
い
る
と
き
、何

と
声
を
か
け
れ
ば
い
い
の
か
迷
う
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。そ
れ
で
も
気
に
か
け
て
く
れ
る
人
が
い
る

だ
け
で
、救
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。理
事
で
も

フ
ロ
ア
メ
ン
バ
ー
で
も
、誰
か
の
力
に
な
れ
る
と
思
い

ま
す
。口
に
は
出
さ
な
く
て
も
、困
っ
て
い
る
仲
間
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。少
し
お
せ
っ
か
い
で
も
、声

を
か
け
、手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
。そ
う
い
う
人
た

ち
が
集
ま
る
団
体
で
あ
って
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
も
、「
こ
の
役
を
や
って

く
れ
な
い
か
」と
声
を
か
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

J
C
の
役
職
は
、自
分
が
や
り
た
い
と
思
う
だ
け
で

は
就
け
ま
せ
ん
。皆
さ
ん
に
選
ん
で
も
ら
い
、任
せ
て

も
ら
って
初
め
て
で
き
ま
す
。そ
の
機
会
が
来
た
ら
、

ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。そ
の
立
場
に
な
って

初
め
て
見
え
る
景
色
や
、得
ら
れ
る
学
び
が
必
ず
あ

り
ま
す
。

J
C
の
現
役
生
活
は
40
歳
ま
で
で
す
。長
い
よ
う

で
、本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。こ
の
限
ら
れ
た

か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
仲
間
と
楽
し
み
、家
族
や

亀 田  康 寿

卒
業
生
ス
ピ
ー
チ



社
員
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、思
い
切
り
挑
戦
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

J
C
に
入
っ
て
皆
さ
ん
と
出
会
え
た
こ
と
、そ
し

て
、こ
れ
ま
で
関
わ
り
、支
え
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て

の
皆
さ
ん
に
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、私
の
卒
業
生
ス
ピ
ー
チ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。８
年
間
、本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
近
、飲
み
の
席
で
ハ
メ
を

外
し
て
し
ま
い
、い
ろ
い
ろ
な

方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

す
み
ま
せ
ん
。皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
、最
終
年
を
楽
し
く

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、私
が
J
C
に
入
会
し
た
き
っ
か
け
か
ら

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。私
は
高

校
卒
業
後
、大
阪
の
専
門
学
校
で
絵
の
勉
強
を
し

て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、大
阪
の
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
に

就
職
し
、10
年
ほ
ど
大
阪
で
過
ご
し
ま
し
た
。い
つ
か

は
尾
道
に
帰
っ
て
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、子
ど

も
が
小
学
校
に
入
学
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
フ
リ
ー
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
独
立
し
、地
元
で
あ
る
向
島
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。大
阪
の
仕
事
ば
か
り
を
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、尾
道
の
人
た
ち
と
交
流
し
た
い
、

そ
し
て
尾
道
の
お
祭
り
に
も
関
わ
り
た
い
と
思
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、J
C
に
入
会
し
ま
し
た
。

入
会
し
て
す
ぐ
に
参
加
し
た
ベッ
チ
ャ
ー
祭
り
で

は
、ま
だ
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
と
も
馴
染
め
て
い
な

か
っ
た
の
で
、ひ
た
す
ら
神
輿
を
担
い
で
い
ま
し
た
。

気
が
つ
け
ば
肩
か
ら
流
血
し
て
い
て
、終
わ
っ
た
と
き

に
祭
り
の
関
係
者
の
方
か
ら「
お
前
、J
C
だ
っ
た
ん

か
！
」と
驚
か
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。そ
れ

以
来
、ち
ょっ
と
怖
く
な
っ
て
、あ
ま
り
神
輿
を
担
ぎ

た
く
な
く
な
り
ま
し
た
。

入
会
1
年
目
は
、小
川
先
輩
が
委
員
長
、大
本
先

輩
が
副
委
員
長
と
い
う
、今
で
も
大
好
き
な
先
輩

方
が
率
い
る
社
会
開
発
委
員
会
で
、幹
事
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。社
会
人
と
し
て
の
ル
ー

ル
も
J
C
の
こ
と
も
何
も
分
か
ら
ず
、本
当
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
ば
か
り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

J
C
を
辞
め
た
い
と
相
談
し
た
と
き
も
、皆
さ
ん
が

親
身
に
な
っ
て
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ

ん
な
皆
さ
ん
の
顔
に
泥
を
塗
り
た
く
な
い
と
い
う
思

い
も
あ
り
、頑
張
って
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
だ
、1
年
目
の
委
員
会
は
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で

す
。例
会
の
出
席
率
1
0
0
％
で
委
員
会
名
を
何

度
か
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
と
き
は
、と
て
も
誇
ら
し

く
、う
れ
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。そ
の
年

の
後
半
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
表
立
っ

た
活
動
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、1
年
目
が
こ

の
委
員
会
で
な
け
れ
ば
、こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
が
委
員
長
に
な
っ
た

ら
、小
川
先
輩
の
よ
う
な
委
員
長
に
な
り
た
い
。こ

ん
な
委
員
会
に
し
た
い
。そ
ん
な
こ
と
を
思
って
い
ま

し
た
。そ
し
て
、こ
の
委
員
会
で
は
、私
が
最
後
の
現

役
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。少
し
寂
し
い

で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
幹
事
と
し
て
可
愛
が
っ
て
く

だ
さ
い
。

2
年
目
は
、吉
田
嵩
正
委
員
長
の
も
と
で
拡
大

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。た
だ
、こ
の
年
の
こ
と
は

あ
ま
り
記
憶
が
な
く
、あ
ま
り
お
役
に
立
て
な
か
っ

た
こ
と
を
申
し
訳
な
く
思
って
い
ま
す
。

3
年
目
は
、委
員
長
と
し
て
青
少
年
育
成
委
員

会
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。高
橋
建
太

先
輩
が
副
理
事
長
だ
っ
た
の
で
す
が
、の
び
の
び
と

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
、本

当
に
楽
し
い
委
員
長
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。年
上
の
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
の
委
員
会
で
し
た

が
、幹
事
の
と
き
も
同
じ
委
員
会
だ
っ
た
卒
業
予
定

者
の
大
本
先
輩
は
、率
先
し
て
委
員
会
に
参
加
し
、

盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。山
本
先
輩
は
、ま

る
で
副
委
員
長
か
の
よ
う
に
い
つ
も
気
に
か
け
て
く

だ
さ
り
、J
C
歴
は
1
年
先
輩
、年
齢
も
1
歳
上
と

い
う
こ
と
で
、私
に
と
っ
て
お
手
本
と
な
る
存
在
で

し
た
。

4
年
目
は
、副
委
員
長
と
し
て
、高
垣
裕
吉
先
輩

が
委
員
長
を
務
め
る
組
織
活
性
化
委
員
会
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
。委
員
長
を
終
え
た
は
ず
な
の
に
、上

程
資
料
の
制
作
か
ら
ア
ジ
ェン
ダ
へ
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

ま
で
、ほ
ぼ
私
が
や
る
こ
と
に
な
り
、ダ
ー
ク
サ
イ
ド

と
し
て
頑
張
り
ま
し
た
。今
だ
か
ら
言
え
ま
す
が
、

こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
褒
め
ら
れ
る
の
は
委
員
長
な

の
で
、少
し
落
ち
込
ん
だ
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。幹

事
の
祐
利
奈
ち
ゃ
ん
は
、周
り
へ
の
気
配
り
が
、私
が

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
誰
よ
り
も
で
き
る
人
で
し
た
。

妹
の
よ
う
で
も
あ
り
、と
き
に
は
姉
御
の
よ
う
で
も

あ
る
存
在
で
、委
員
会
の
雰
囲
気
を
明
る
く
し
て
く

れ
ま
し
た
。も
う
一人
の
幹
事
、康
聖
は
歌
が
上
手
い

で
す
！
幹
事
の
2
人
が
い
つ
も
出
席
し
て
く
れ
た
か

ら
こ
そ
、こ
の
委
員
会
は
盛
り
上
が
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。そ
の
ほ
か
に
も
愉
快
な
仲
間
が
揃
っ
た
委

員
会
で
、打
ち
合
わ
せ
よ
り
も
ア
フ
タ
ー
が
中
心
に

な
って
し
ま
い
、事
業
も
な
か
な
か
完
成
せ
ず
、当
時

の
岡
本
副
理
事
長
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。本
事
業
の
打
ち
上
げ
で
は
、裕
吉
委
員
長
と
2

人
で
号
泣
し
ま
し
た
。J
C
で
こ
ん
な
に
号
泣
す
る

日
が
来
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。大
変

な
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
が
、そ
れ
だ
け
に
達
成
感

の
あ
る
1
年
で
し
た
。

5
年
目
は
、悟
く
ん
が
委
員
長
を
務
め
る
委
員
会

で
し
た
。悟
く
ん
は
、先
輩
に
も
敬
語
を
使
わ
な
い

の
に
、な
ぜ
か
腹
が
立
た
な
い
し
、む
し
ろ
可
愛
く
思

え
て
し
ま
う
、不
思
議
な
魅
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

幹
事
の
寺
本
く
ん
に
つ
い
て
は
、最
初
は
J
C
に
馴

染
め
る
の
か
な
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

今
年
は
セ
ク
レ
タ
リ
ー
と
し
て
、み
ん
な
が
円
滑
に

活
動
で
き
る
よ
う
に
裏
方
で
動
き
回
って
く
れ
ま
し

た
。来
年
は
周
年
委
員
長
と
い
う
大
役
を
任
さ
れ

る
ま
で
に
な
り
、今
後
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。そ
し
て
、慈
大
く
ん
は
誕
生
日
に
シ
ャ
ト
レ
ー

ゼ
の
お
菓
子
を
く
れ
ま
す
。ま
た
、こ
の
年
は
悟
キ
ャ

プ
テ
ン
率
い
る
野
球
チ
ー
ム
が
県
予
選
で
2
位
に
な

り
、中
国
地
区
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。準
決
勝
の
広
島
J
C
戦
で
の
小
迫
さ
ん
の
サ
ヨ

ナ
ラ
ヒッ
ト
は
、本
当
に
痺
れ
ま
し
た
。

6
年
目
は
、山
本
先
輩
が
理
事
長
を
務
め
ら
れ

た
年
に
、こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
恩
返
し
が
で

き
れ
ば
と
思
い
、副
理
事
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。委
員
長
の
諒
祐
は
、資
料
の
制
作
や
日

本
語
の
表
現
に
は
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、人
望
が

あ
り
、や
る
と
決
ま
っ
て
か
ら
の
行
動
力
に
は
本
当

に
感
心
し
ま
し
た
。森
田
先
輩
が
副
委
員
長
だ
っ

た
の
で
、私
も
悩
み
や
不
満
を
吐
き
出
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
が
、う
ま
く
委
員
会
を
ま
と
め
て
い
た
だ

き
、と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。幹
事
の
健
太
郎
は
、ま

だ
若
く
、今
は
真
面
目
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
や
っ
て
い

ま
す
が
、も
う
少
し
す
れ
ば
ブ
イ
ブ
イ
言
わ
せ
る
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。荒
川
く
ん
は
、お
と
な
し

そ
う
に
見
え
ま
す
が
、カ
ラ
オ
ケ
で
ミ
ス
チ
ル
を
歌
い

ま
す
！

そ
し
て
最
終
年
は
、徳
ち
ゃ
ん
が
委
員
長
を
務
め

る
委
員
会
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。前
年
の
委
員
会

で
は
委
員
長
の
右
腕
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
、

最
終
年
は
何
も
苦
労
せ
ず
に
卒
業
で
き
る
も
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、最
後
の
最
後
ま
で

楽
し
ま
せ
て
く
れ
そ
う
で
す
。遠
方
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
く
れ
て
、卒
業
予

定
者
と
し
て
敬
っ
て
い
た
だ
き
、本
当
に
あ
り
が
た

く
思
って
い
ま
す
。本
事
業
も
、み
ん
な
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
！

最
後
に
な
り
ま
す
が
、何
度
も
辞
め
た
い
と
思
っ

た
J
C
で
し
た
が
、卒
業
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き

て
、本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。J
C
を
続

け
て
き
た
か
ら
こ
そ
経
験
で
き
た
こ
と
、そ
し
て
出

会
え
た
仲
間
は
、私
に
と
っ
て一
生
の
宝
物
で
す
。こ

ん
な
私
と
仲
良
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
、同
期

卒
の
メ
ン
バ
ー
、そ
し
て
現
役
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
、本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

半 田  祐 喜
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